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研究成果の概要（和文）： 
 日本語の談話を主たる題材として、談話理解、特に対話における情報のやりとりに関する理
論を構築することと、計算機と人間との対話のモデルの構築を目的とした。理論的な枠組は
SDRT 理論(分節談話表示理論)のアイデアに基づきながら、言語学的な理論研究と、計算言語学
的な応用研究の両面からアプローチした。日本語に特化して SDRT 理論の提唱する談話関係を拡
充し、談話構造の記述の可能性を明らかにした。ツィッターのような短い談話には特に有効で
あることが示唆された。 
 
研究成果の概要（英文）： 
  This research was intended to develop a theory of discourse understanding, especially 
how the information is flowed in dialogue, and to build a computational model of dialogue 
between computer and human.  Adopting SDRT (Segmented Discourse Representation Theory) 
as its theoretical framework, we took the theoretical research perspective from 
linguistics and the application perspective from computational linguistics.  As the main 
target was Japanese discourse, we had to extend the discourse relations to include various 
aspects of Japanese discourse structure, and found that it is effective to analyze and 
explain the relationship among the information described in the discourse, especially 
short one such as tweets. 
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１．研究開始当初の背景 

本研究は自然言語研究において、現在主流
となっている「浅い処理」に対する二つの意
味でのアンチテーゼであった。実際、自然言

語処理においては、論理や「意味」からのア
プローチは過去のものになった感がある。し
かし、「浅い処理」、主として統計的言語処理
においては、質の高いコーパスを必要とする。
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対象を文とするコーパスは存在するが、文章
や対話に対しては、質の高いコーパスは皆無
に等しい。これは文章構造に対する理論がま
だ十分成熟していないことが主たる原因で
ある。文章構造を抽出することは、語義の曖
昧さ解消、照応解消、情報の新旧の弁別、主
題共有による文章の分節化などに役立ち、応
用としては文章要約や情報抽出などに役立
つ。しかし文章構造を抽出するには談話関係
（修辞関係）を具体的に設定する必要がある。
SDRT(分節談話表示)理論では、談話の内容と
形式に基づいた談話関係の定義が行われて
おり、文章や対話に適用され、コーパスの作
成も行われている。これらは十分参考になる
とはいえ、たとえば「手がかり語」において
は言語依存であり、また「手がかり語」自体
はひとつの談話関係ではなく一般に複数の
談話関係を示唆するものである。したがって、
日本語に特化した研究が必要と考えた。 

Lascarides らの研究からは、文章構造に
対して従来の自然言語処理が行っているよ
うな機械学習が適用できないという知見が
得られていた。つまり、文章構造は表層的な
手がかりだけから決定することは困難であ
り、そこには語義や構文、文章が担う情報と
相互依存した関係があることが明らかとな
ってきた。このことは従来表層的な手がかり
によってのみ行われてきた現在の自然言語
処理の研究に対して問題を提示するものと
考えた。また一方で、文章構造が語義や構文
などに依存するということから、辞書に書く
べき情報（特にいわゆる辞書的知識と世界知
識との境界）の問題に対する知見や文から得
られる情報の表現に対する知見が得られる
ことが期待された。 
 
２．研究の目的 

本研究の主目的は以下の二つであった： 
(1) 談話理解、特に対話における情報のやり
とりに関する理論を構築すること、 
(2) 談話、特に計算機と人間との対話のモデ
ルを構築することにより、より深い談話の理
解に関する知見を深めること 
いいかえれば、本研究は、談話の理解に関し
て、言語学および計算言語学的な観点から研
究を行い、談話の理解の過程を理論化するこ
とを主目的とし、その理論の実証のためのモ
デルを構築することを副次的な目的とした。 
 
３．研究の方法 

日本語の談話を主たる題材として、理論的
な枠組は SDRT 理論(分節談話表示理論)のア
イデアに基づきながら、談話の理解に焦点を
あて、言語学的な理論研究と、計算言語学的
な応用研究の両面からアプローチするもの
である。 
 

４．研究成果 
 言語におけるコミュニケーションは、普通
一文によってはなされず、意味的に関係する
複数の文の集まりによって行われる。この文
の集まりを「談話」と呼ぶ。談話が単なる文
の集まりと異なる特徴は、意味的につながり
があるということである。談話の解釈は、語
義や文構造の曖昧さ解消、代名詞の専攻し決
定など、自然言語研究で取り組まれる問題の
多くを含むテーマである。談話の解釈では
個々の文の意味解釈に加えて、談話を構成す
る文が記述する事象の間の関係などが加わ
り一見、個々の文の解釈よりも難しさがあが
るようにみえる。しかしながら、談話に意味
的なまとまりがあることから、実際には個々
の文を独立に解釈するよりも容易になるの
であり、まさに人間はそれを利用して情報の
やり取りを行なっている。 
 談話の解釈に対する論理的アプローチと
し て 、 談 話 表 示 理 論 (DRT, Discourse 
Representation Theory)が提案されていた。
DRT では文の論理的な表示である談話表示構
造を用いて、アクセス可能性を規定すること
である種の前提や照応現象の解明に貢献し
た。しかしながら談話を構成する文や発話の
関係（談話関係）には踏み込んでいなかった。
本研究でベースにする SDRT（分節談話表示理
論）は、DRT を次の点で拡張したものである：
不完全記述の導入、談話関係を意味論に組み
込み談話の構造化を導入、談話関係の推論に
より談話更新を定義、など。この理論は主と
して英語の談話において発展、検証されてい
るが、日本語の談話への適用可能性について
は十分検討されていなかった。 
本研究では収集した解説文（教科書など）、

新聞記事（特に社説）、物語（教科書など）、
および対話（学生間や母子間の会話）を対象
として、談話関係を付与したコーパスを作成
した。これにより談話における情報の流れを
捉え、それによって談話理解の過程を明確に
する道が開かれた。さらに計算機上でのモデ
ル構築や、省略および照応の解消のための精
緻なメカニズムの構築に寄与することが期
待された。これは主として日本語の談話に対
して行われたが、その過程で、本来は英語の
談話に対して提案されていた談話関係の追
加や修正、精密化が必要となった。そのため、
修辞構造理論(RST, Rhetorical Structure 
Theory)なども参考にしながら、コーパスに
基づいて談話関係の修正・追加を行った。そ
の主なものは以下のとおりである： 
(1) 記述の関係 
(2) 人の行動の原因や根拠 
(3) 対話イベント 
記述の関係とは、文内の要素の緩やかな結

びつきを捉えるためのもので、時間的な関係
を含まない、結合する文に対し従属空間を作



 

 

る、デフォルトとして記述対象のものに対し
照応が存在するという特徴がある。人の行動
の原因や根拠とは、「原因結果」関係ほど物
理的な因果関係はないが、それにより人の行
動の原因や根拠となりうる事象と人の行動
記述との関係を捉えるものである。対話イベ
ントとは、物語文章によく出てくる、登場人
物同士の対話において基本的な性質を推論
するための関係であり、対話に現れる発話の
状況は同一で、発話間に時間の推移があり、
それぞれの発話者が交代するという特徴が
ある。 
このコーパスの作成過程および分析にお

いて、主としてキューフレーズによって合図
される話者の主張と根拠の間の談話関係と、
因果関係のような事象の内容によって成り
立つ談話関係との間に質的な差があり、これ
らの扱いが談話理解における主要な問題と
なることが認識された。この観点から談話関
係の分類を試みたものが以下である（主なも
のだけ）。それぞれに結びつきの強さの違う
関係がいくつかあり、「強い」関係ほど意味
的な結びつきが強く解釈され、関係する要素
の省略が可能になるなどの副次効果がある： 
(1) 時制が関係するもの 

(a) 原因・理由－結果。この弱バージョ
ンが「可能化」 

(b) 目的－行為。類似な関係として、手
段－目的、条件－行為、判断・理由
―行為、行為－理由・判断がある 

(c) 状況：時間経過・主体同一。この弱
バージョンとして「状況同一」、さ
らにこの弱バージョンとして「時間
経過」と「時空同一」がある。 

(2) 時制が関係しないもの 
(a) 根拠－帰結 
(b) 帰結・判断・主張－根拠。この弱バ

ージョンとして「付加」がある 
(c) 期待破り（これは、キューフレーズ

が必要）。この弱バージョンとして
「適用外・例外規定」がある 

(d) まとめ、言い換え／同一事象 
(e) 詳細化：例示化 
(f) 詳細化：事象。この弱バージョンと

して、「事物詳細化」と「行為詳細
化」がある 

(g) 一般化。この弱バージョンとして
「相似」と「選択」（キューフレー
ズが必要）がある」 

(h) 記述：主題同一。この弱バージョン
として「対象同一」がある。さらに
この弱バージョンとして「主題化」
「状況同一」がある。 

(3) 構造によるもの 
(a) 構造並列 （同義的な意味関係を示

唆） 
(b) 構造並列－語義対照 （対照的な意

味関係を示唆） 
(c) 対話における関係：疑問、命令、

QAP,SARG, Divergence など 
このように談話関係を分類し相互の関係

を解明することで、談話におけるキューフレ
ーズの役割や、省略などの談話現象の生起要
因などがより詳しく特定できるようになっ
た。例えば、逆接の接続詞とされる「が」は、
時制が関係しない場合、「記述：主題同一」、
すなわち同じ状況についての主題が同一で
ある記述関係と「期待破り」の関係を示唆す
る。そして、記述関係が第一義であるが、こ
の両方が成り立つならばより強い意味関係
となる。そのためには、「が」によって接続
される二つの事象（発話内容）が「期待破り」
の関係を満たす必要がある（そしてそのよう
な解釈が可能ならば、それが認定される）、
という妥当な分析が可能となった。 
もっとも談話関係による分析での限界も

みえてきた。コーパスの分析では、いわゆる
段落をはさんだ文の関係はこれでは捉えら
れないものが多かった。もっとも最近の文章
では段落がかなり恣意的に設定されており、
段落の認定そのものも問題であった。 
またこのことは逆に、一つの段落内の文や

発話の関係をかなりよく捉えられることを
含意する。近年ではツィッターのような短く
リアルタイムでやりとりされるメッセージ
が注目されている。そこでの文章は基本的に
一つの段落とみなせる。そこで、どのような
談話構造が現れるかを、データを収集しつつ
分析を行った。そして、すでに分析済みの新
聞記事や日常会話などの談話構造との比較
を行った。その結果、談話関係ごとに見られ
る特徴の分析（特に省略現象に注目して）、
メディアによる違いの分析（特に修辞関係の
出現に注目して）、談話関係を手がかりに談
話構造の抽出を自動化するという課題が得
られた。さらに文献「論理トレーニング」で
も短い文章（一つの段落で収まる内容）がと
りあげられている。最終年度では検証材料と
して「論理トレーニング」の題材を SDRT に
基づく分析を行い、それと著者による分析と
を比較し、両者の構造の一致度が高いこと、
および SDRT による分析結果の方が、談話構
造の特徴がよりよく捉えられることを確か
めた。 
さらに談話関係を手がかりに談話構造の

抽出を自動化する課題に取り組んだが、これ
について分析が中途であり、自動化までには
至らなかった。 
一方で、談話構造を時制とのかかわりから

分析を行なっている。具体的には、英語の大
規模コーパス（Corpus of Contemporary 
American English; COCA）をデータとして利
用し、構文パターンと談話構造との相互作用
を研究対象にした。その結果、語彙レベルで



 

 

は不自然な事例であると想定されたとして
も、時制や様相などに関連するより複合的な
上位レベルでは実際にライセンスされうる
場合が生じることが認められた。さらに、（従
来の）文レベルでは文法許容性が低い場合で
も、文を超えた談話構造レベルからライセン
スされうるという知見が得られた。この点は、
談話構造と文文法とのダイナミックな双方
向的関連の現れと考えられる。一般的な言語
モデルの観点からいえば、実際の言語データ
では、いわゆる「文法性」は文法の階層間の
相互作用に依拠するといえる。 
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